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第 ６  防 火 フ ー ド に 求 め ら れ る 性 能 等   

１  防 火 フ ー ド の 現 状 の 性 能 等  

防 火 フ ー ド と は 、 防 火 服 、 防 火 帽 、 し こ ろ 、 面 体 な ど の 他 の 個

人 保 護 用 具 で 覆 わ れ て い な い 頭 部 と 頸 部 の 露 出 部 を 保 護 す る た

め の 衣 服 及 び フ ェ ー ス マ ス ク を い う 。主 な 使 用 素 材 は ア ラ ミ ド 繊

維 又 は ア ラ ミ ド 繊 維 と 難 燃 レ ー ヨ ン 等 と の 混 紡 で 、 1  層 な い し  

2  層 の ニ ッ ト 構 造 で 構 成 さ れ る 。  

空 気 呼 吸 器 の 面 体 と フ ィ ッ ト さ せ る た め 開 口 部 を 顔 面 部 に 設

け 、 炎 や 熱 風 等 か ら 頭 部 及 び 頸 部 を 保 護 す る 構 造 と な っ て い る 。 

防 火 フ ー ド は 耐 炎 性 、 耐 熱 性 に 加 え 、 頭 部 及 び 頸 部 に 直 接 触 れ

る こ と か ら 、 吸 汗 性 や ソ フ ト な 肌 ざ わ り が 求 め ら れ る 。  

防 火 服 、 防 火 帽 、 シ ー ル ド 、 し こ ろ 等 に よ り 、 頭 部 及 び 頸 部 全

体 を 隙 間 な く 覆 う 場 合 に は 、し こ ろ に 加 え て 防 火 フ ー ド を 必 須 と

は し な い 。 た だ し 、 防 火 フ ー ド を 着 用 す る こ と に よ り 、 消 防 隊 員

の 活 動 に お け る 安 全 性 は 増 す こ と か ら 、各 本 部 に お い て 導 入 さ れ

る 場 合 の 基 準 を 示 す こ と と す る 。  

 

２  I S O  規 格  

現 在 、 防 火 フ ー ド の  I S O  規 格 に つ い て は 、 I S O  1 1 9 9 9 - 9 : 2 0 1 6

（ 以 下 「 I S O  1 1 9 9 9 - 9 」 と い う 。） が 規 格 化 さ れ て い る 。  

I S O  1 1 9 9 9 - 9  に つ い て は 、 消 防 隊 員 が 消 火 活 動 で 着 用 す る 防

火 フ ー ド の 最 低 限 の 性 能 と 試 験 方 法 を 定 め て お り 、 こ の 中 に は 、

タ イ プ の 異 な る  2  つ の 基 準 （ タ イ プ  1  及 び  2  ） が あ る 。  

タ イ プ １ は 欧 州 統 一 規 格 （ E N ） を 基 に 熱 防 護 性 に 加 え て 、 一 定

程 度 の 機 能 性 や 快 適 性 を 考 慮 し て 設 計 さ れ て い る 。 タ イ プ  2  は

米 国 防 火 協 会 規 格 （ N F P A ） を 基 に 熱 防 護 性 を 重 視 し て 設 計 さ れ て

い る 。  

第 ５  防 火 フ ー ド に 求 め ら れ る 性 能 等  

１  防 火 フ ー ド の 現 状 の 性 能 等  

防 火 フ ー ド と は 、 防 火 服 、 防 火 帽 、 し こ ろ 、 面 体 な ど の 他 の 個

人 保 護 用 具 で 覆 わ れ て い な い 頭 部 と 頸 部 の 露 出 部 を 保 護 す る た

め の 衣 服 及 び フ ェ ー ス マ ス ク を い う 。主 な 使 用 素 材 は ア ラ ミ ド 繊

維 又 は ア ラ ミ ド 繊 維 と 難 燃 レ ー ヨ ン 等 と の 混 紡 で 、 1  層 な い し  

2  層 の ニ ッ ト 構 造 で 構 成 さ れ る 。  

空 気 呼 吸 器 の 面 体 と フ ィ ッ ト さ せ る た め 開 口 部 を 顔 面 部 に 設

け 、 炎 や 熱 風 等 か ら 顔 面 を 保 護 す る 構 造 と な っ て い る 。  

防 火 フ ー ド は 耐 炎 性 、 耐 熱 性 に 加 え 、 顔 面 に 直 接 触 れ る こ と か

ら 吸 汗 性 や ソ フ ト な 肌 ざ わ り が 求 め ら れ る 。  

防 火 服 、 防 火 帽 、 シ ー ル ド 、 し こ ろ 等 に よ り 、 頭 部 及 び 頸 部 全

体 を 隙 間 な く 覆 う 場 合 に は 、し こ ろ に 加 え て 防 火 フ ー ド を 必 須 と

は し な い 。 た だ し 、 防 火 フ ー ド を 着 用 す る こ と に よ り 、 消 防 隊 員

の 活 動 に お け る 安 全 性 は 増 す こ と か ら 、各 本 部 に お い て 導 入 さ れ

る 場 合 の 基 準 を 示 す こ と と す る 。  

 

２  I S O  規 格  

現 在 、 防 火 フ ー ド の  I S O  規 格 に つ い て は 、 I S O  1 1 9 9 9 - 9 : 2 0 1 6

（ 以 下 「 I S O  1 1 9 9 9 - 9 」 と い う 。） が 規 格 化 さ れ て い る 。  

I S O  1 1 9 9 9 - 9  に つ い て は 、 消 防 隊 員 が 消 火 活 動 で 着 用 す る 防

火 フ ー ド の 最 低 限 の 性 能 と 試 験 方 法 を 定 め て お り 、 こ の 中 に は 、

タ イ プ の 異 な る  2  つ の 基 準 （ タ イ プ  1  及 び  2 ） が あ る 。  

タ イ プ １ は 欧 州 統 一 規 格 （ E N ） を 基 に 熱 防 護 性 に 加 え て 、 一 定

程 度 の 機 能 性 や 快 適 性 を 考 慮 し て 設 計 さ れ て い る 。 タ イ プ  2  は

米 国 防 火 協 会 規 格 （ N F P A ） を 基 に 熱 防 護 性 を 重 視 し て 設 計 さ れ て

い る 。  

資 料 ６  

※ 赤 字 は 修 正 ・ 追 加 後 、 取 消 し 線 は 削 除  
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※ 「 表  2 - 7  I S O  1 1 9 9 9 - 6 : 2 0 1 6 の 性 能 」 削 除  

３  防 火 フ ー ド に 求 め ら れ る 性 能  

防 火 服 、手 袋 他 と 同 様 に 機 能 性 、活 動 性 を 重 視 し て  I S O  1 1 9 9 9 -

9  タ イ プ  1  の 防 火 フ ー ド の 性 能 要 件 を ベ ー ス と す る 。  

 

４  前 処 理  

( 1 ) 標 準 状 態 調 整  

別 途 特 定 の 試 験 方 法 を 指 定 し な い 限 り 、 全 て の 試 験 片 は 、 試

験 の 前 に 温 度  2 0 ± 2 ℃  及 び 相 対 湿 度  6 5 ± 5 ％  で 最 低  2 4  時 間

さ ら す こ と に よ り 調 整 す る 。 ま た 、 各 試 験 方 法 に お い て 指 定 し

な い 限 り 、 標 準 状 態 調 整 か ら 取 り 出 し た 後 、 5  分 以 内 に 試 験 を

行 う も の と す る 。  

 

( 2 ) 洗 濯 又 は ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ に よ る 前 処 理  

ア .  洗 濯  

水 洗 い 洗 濯 可 能 と ラ ベ ル 表 示 さ れ た 場 合 、 試 験 片 は  I S O  

6 3 3 0 : 2 0 1 2 に 従 っ て 洗 濯 を  5  回 （  1  回 の 洗 濯 と は 、 1  回 の

水 洗 い 及 び  1  回 の 乾 燥 か ら 成 る 。） 繰 り 返 し 行 う も の と す る 。 

取 扱 い 表 示 ラ ベ ル で 別 途 指 定 さ れ て い な い 限 り 、 洗 濯 は  A  

形 基 準 洗 濯 機 － 水 平 軸 ・ 全 面 投 入 形 （ ド ラ ム 式 ） を 用 い 、 手

順  6 N  に よ り  6 0 ± 3 ℃  で 、 ま た 、 乾 燥 は 手 順  F （ タ ン ブ ル 乾

燥 機 ） に よ り 行 う も の と す る 。  

た だ し 、 洗 濯 に 使 用 す る 洗 剤 は 、 I S O  6 3 3 0 : 2 0 1 2  に 規 定 す

る E C E  洗 剤 を 使 用 す る 。  

な お 、 製 造 業 者 に よ る 洗 濯 方 法 の 指 定 が あ る 場 合 は 、 そ の

指 示 に 基 づ い た 標 準 化 さ れ た 洗 濯 方 法 で 実 施 し て も よ い 。  

ま た 、 洗 濯 ネ ッ ト に 入 れ て 洗 濯 を し て は な ら な い 。  

イ .  ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ  

 

※ 「 表 2 - 7  I S O  1 1 9 9 9 - 9 : 2 0 1 6 の 性 能 」  

３  防 火 フ ー ド に 求 め ら れ る 性 能  

防 火 服 、手 袋 他 と 同 様 に 機 能 性 、活 動 性 を 重 視 し て  I S O  1 1 9 9 9 -

9  タ イ プ  1  の 防 火 フ ー ド の 性 能 要 件 を ベ ー ス と す る 。  
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ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ 専 用 と ラ ベ ル 表 示 さ れ た 材 料 は 、 I S O  

3 1 7 5 - 1 : 2 0 1 7  に 従 っ て  5  回 繰 り 返 し ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ を

行 う も の と す る 。  

 

５  耐 炎 ・ 耐 熱 性 能  

( 1 ) 耐 炎 性 試 験  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 耐 炎 性 試 験 は 、 防 火 フ ー ド の 燃 え に く さ を 評 価 す る た め の

試 験 で あ る 。  

・ 防 火 フ ー ド に つ い て も 防 火 服 と 同 様 、 耐 熱 性 、 耐 火 性 が 必

要 で あ る こ と か ら 、 防 火 フ ー ド の 耐 炎 性 に つ い て 評 価 す る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と さ

れ て い る こ と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  1 5 0 2 5 : 2 0 1 5  A 法 ( 表 面 着 火 ) に 従 っ て 行 う 。  

・ 積 層 試 料 は 、 各 層 に 対 し て 試 験 を 実 施 す る 。  

・ 皮 膚 に 直 接 接 触 す る フ ァ ス ナ ー 、 ゴ ム 等 を 使 用 す る 場 合 は

試 験 を 実 施 す る 。  

・ 試 験 は 洗 濯 後 に 行 う 。（ 前  4  参 照 ）  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

・ 試 験 片 の 最 上 部 又 は 左 右 い ず れ か の 端 部 に 火 炎 が 伝 わ ら な

い こ と 。  

・ 燃 焼 飛 散 物 又 は 溶 融 滴 下 物 が な い こ と 。  

・ 全 て の 層 に 貫 通 し た 穴 が 開 か な い こ と 。  

・ 残 炎 時 間 の 平 均 値 は 、 2  秒 以 下 で あ る こ と 。  

・ 残 じ ん 時 間 の 平 均 値 は 、 2  秒 以 下 で あ る こ と 。  

 

( 2 ) 熱 伝 達 性 試 験 （ 火 炎 ば く 露 ）  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

 

 

 

 

４  耐 炎 ・ 耐 熱 性 能  

( 1 ) 耐 炎 性 試 験  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 耐 炎 性 試 験 は 、 防 火 フ ー ド の 燃 え に く さ を 測 定 す る た め の

試 験 で あ る 。  

・ 防 火 フ ー ド に つ い て も 防 火 服 と 同 様 、 耐 熱 性 、 耐 火 性 が 必

要 で あ る こ と か ら 、 防 火 フ ー ド の 耐 炎 性 に つ い て 評 価 す る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と さ

れ て い る こ と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  1 5 0 2 5 : 2 0 0 0  A  法 ( 表 面 着 火 ) に 従 っ て 行 う 。  

・ 試 験 は 洗 濯 後 に 行 う  ( 別 添 1 参 照 )  。  

 

 

 

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

・ 試 験 片 の 最 上 部 又 は 左 右 い ず れ か の 端 部 に 火 炎 が 伝 わ ら な

い こ と 。  

・ 全 て の 層 に 貫 通 し た 穴 が 開 か な い こ と 。  

・ 残 炎 時 間 の 平 均 値 は 、 2  秒 以 下 で あ る こ と 。  

・ 残 じ ん 時 間 の 平 均 値 は 、 2  秒 以 下 で あ る こ と 。  

 

 

( 2 ) 熱 伝 達 性 試 験 （ 火 炎 ば く 露 ）  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  
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・ 熱 伝 達 性 試 験 は 、 防 火 フ ー ド が 火 炎 に 短 時 間 に ば く 露 さ れ

た と き の 断 熱 性 を 測 定 す る 試 験 で あ る 。  

・ 消 防 隊 員 が 火 炎 に 短 時 間 に ば く 露 さ れ た と き に 、 高 温 の 環

境 か ら 退 去 す る ま で の 時 間 を 確 保 で き る よ う に 断 熱 性 を 評 価

す る も の で あ る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と さ

れ て い る こ と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  9 1 5 1 : 2 0 1 6  に 従 っ て 行 う 。  

・ 試 験 は 洗 濯 後 に 行 う 。（ 前  4  参 照 ）  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

・ 熱 伝 達 指 数  H T I 2 4  の 平 均 値 は 、 8 秒 以 上 で あ る こ と 。  

・ 熱 伝 達 指 数  H T I 2 4  と  H T I 1 2  の 差 の 平 均 値 が 、 3 秒 以 上 で

あ る こ と 。  

 

( 3 ) 熱 伝 達 性 試 験 （ 放 射 熱 ば く 露 ）  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 熱 伝 達 性 試 験 は 、 防 火 フ ー ド が 熱 源 か ら の 放 射 熱 に 短 時 間

に ば く 露 さ れ た と き の 断 熱 性 を 測 定 す る 試 験 で あ る 。  

・ 消 防 隊 員 が 放 射 熱 に 短 時 間 ば く 露 さ れ た と き に 、 高 温 の 環

境 か ら 退 去 す る ま で の 時 間 を 確 保 で き る よ う に 断 熱 性 を 評 価

す る も の で あ る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と さ

れ て い る こ と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  6 9 4 2 : 2 0 0 2  B 法 に 従 っ て 行 う 。  

・ 防 火 フ ー ド を 構 成 す る 全 て の 生 地 を 重 ね 合 わ せ た 試 験 片 の

表 面 に 、 放 射 熱 に よ り 一 定 熱 量  2 0 k W / ㎡ を 与 え 、 試 験 片 の 裏

面 に 取 り 付 け た カ ロ リ ー メ ー タ ー に て 放 射 熱 伝 達 指 数  

・ 熱 伝 達 性 試 験 は 、 防 火 フ ー ド が 火 炎 に 短 時 間 に ば く 露 さ れ

た と き の 断 熱 性 を 測 定 す る 試 験 で あ る 。  

・ 消 防 隊 員 が 火 炎 に 短 時 間 に ば く 露 さ れ た と き に 、 高 温 の 環

境 か ら 退 去 す る ま で の 時 間 を 確 保 で き る よ う に 断 熱 性 を 評 価

す る も の で あ る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と さ

れ て い る こ と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  9 1 5 1 : 1 9 9 5  に 従 っ て 行 う 。  

・ 試 験 は 洗 濯 後 に 行 う  ( 別 添 1 参 照 )  。  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

・ 熱 伝 達 指 数  H T I 2 4  の 平 均 値 は 、 8  秒 以 上 で あ る こ と 。  

・ 熱 伝 達 指 数  H T I 2 4  と  H T I 1 2  の 差 の 平 均 値 が 、 3 秒 以 上 で

あ る こ と 。  

 

( 3 ) 熱 伝 達 性 試 験 （ 放 射 熱 ば く 露 ）  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 熱 伝 達 性 試 験 は 、 防 火 フ ー ド が 熱 源 か ら の 放 射 熱 に 短 時 間

に ば く 露 さ れ た と き の 断 熱 性 を 測 定 す る 試 験 で あ る 。  

・ 消 防 隊 員 が 放 射 熱 に 短 時 間 ば く 露 さ れ た と き に 、 高 温 の 環

境 か ら 退 去 す る ま で の 時 間 を 確 保 で き る よ う に 断 熱 性 を 評 価

す る も の で あ る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と さ

れ て い る こ と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  6 9 4 2 : 2 0 0 2  B  法 に 従 っ て 行 う 。  

・ 防 火 フ ー ド を 構 成 す る 全 て の 生 地 を 重 ね 合 わ せ た 試 験 片 の

表 面 に 、 放 射 熱 に よ り 一 定 熱 量  2 0 k W / ㎡ を 与 え 、 試 験 片 の 裏

面 に 取 り 付 け た カ ロ リ ー メ ー タ ー に て 放 射 熱 伝 達 指 数  
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R H T I ( R a d i a n t  H e a t  T r a n s f e r  I n d e x ) 2 4  及 び  R H T I 1 2  を 捉

え 、 材 料 の 断 熱 性 を 評 価 す る 。  

・ 試 験 は 洗 濯 後 に 行 う 。（ 前  4  参 照 ）  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

・ 放 射 熱 伝 達 指 数  R H T I 2 4  の 平 均 値 は  1 1 秒 以 上 で あ る こ と 。 

・ 放 射 熱 伝 達 指 数  R H T I 2 4  と  R H T I 1 2  の 差 の 平 均 値 は 、 3 秒

以 上 で あ る こ と 。  

 

( 4 ) 耐 熱 性 試 験  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 耐 熱 性 試 験 は 、 熱 に よ る 材 質 変 化 が な い こ と を 確 認 す る 試

験 で あ る 。  

・ 防 火 フ ー ド の 生 地 は 、 熱 に よ る 収 縮 が 大 き く な れ ば 、 面 体 、

防 火 服 と の 間 に 隙 間 が で き 、 そ こ か ら 火 炎 や 放 射 熱 が 入 る お

そ れ が あ る た め 、 熱 に よ る 材 質 の 変 化 が な い こ と を 評 価 す る 。 

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と さ

れ て い る こ と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  1 7 4 9 3 : 2 0 1 6  に 従 っ て 行 う 。  

・ 防 火 フ ー ド を 規 定 の 温 度  1 8 0 + 5 / - 0 ℃ の 熱 風 循 環 炉 内 に い

れ 、 5  分 間 放 置 し 外 観 の 変 化 、 材 料 特 性 の 収 縮 率 及 び 耐 熱 性

を 評 価 す る 。  

・ 試 験 は 洗 濯 後 に 行 う 。（ 前  4  参 照 ）  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

・ 生 地 及 び 縫 糸 と も に 、 溶 融 、 滴 下 、 分 離 、 発 火 の い ず れ も

し な い こ と 。  

・ 収 縮 率 は  5 ％ 以 下 で あ る こ と 。  

 

( 5 ) 火 炎 と 放 射 熱 の 両 方 に 対 す る 防 護 性 試 験  

R H T I ( R a d i a n t  H e a t  T r a n s f e r  I n d e x ) 2 4  及 び  R H T I 1 2  を 捉

え 、 材 料 の 断 熱 性 を 評 価 す る 。  

・ 試 験 は 洗 濯 後 に 行 う  ( 別 添 1 参 照 )  。  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

・ 放 射 熱 伝 達 指 数  R H T I 2 4  の 平 均 値 は 1 1  秒 以 上 で あ る こ と 。 

・ 放 射 熱 伝 達 指 数  R H T I 2 4  と  R H T I 1 2  の 差 の 平 均 値 は 、 3 秒

以 上 で あ る こ と 。  

 

( 4 ) 耐 熱 性 試 験  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 耐 熱 性 試 験 は 、 熱 に よ る 材 質 変 化 が な い こ と を 確 認 す る 試

験 で あ る 。  

・ 防 火 フ ー ド の 生 地 は 、 熱 に よ る 収 縮 が 大 き く な れ ば 、 面 体 、

防 火 服 と の 間 に 隙 間 が で き 、 そ こ か ら 火 炎 や 放 射 熱 が 入 る お

そ れ が あ る た め 、 熱 に よ る 材 質 の 変 化 が な い こ と を 評 価 す る 。 

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と さ

れ て い る こ と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  1 7 4 9 3 : 2 0 0 0  に 従 っ て 行 う 。  

・ 防 火 フ ー ド を 規 定 の 温 度  1 8 0 + 5 / - 0 ℃ の 熱 風 循 環 炉 内 に い

れ 、 5  分 間 放 置 し 外 観 の 変 化 、 材 料 特 性 の 収 縮 率 及 び 耐 熱 性

を 評 価 す る 。  

・ 試 験 は 洗 濯 後 に 行 う  ( 別 添 1 参 照 )  。  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

・ 溶 融 、 滴 下 、 分 離 、 発 火 の い ず れ も し な い こ と 。  

・ 収 縮 率 は  5 ％ 以 下 で あ る こ と 。  

 

 

( 5 ) 火 炎 と 放 射 熱 の 両 方 に 対 す る 防 護 性 試 験  
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ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 火 炎 と 放 射 熱 の 両 方 に 対 す る 防 護 性 試 験 は 、 防 火 フ ー ド が

火 災 か ら の 炎 と 放 射 熱 に 短 時 間 ば く 露 さ れ た と き の 断 熱 性 を

測 定 す る 試 験 で あ る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と さ

れ て い る こ と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。  

ま た 、 熱 し き い 値 指 数  T T I （ T h e r m a l  T h r e s h o l d  I n d e x ） ≧  

7 0 0  は 、 そ の な か で タ イ プ  1  の 評 価 値 と し て い る 数 値 で あ

る た め 、 こ の 値 を 採 用 す る 。  

な お 、 熱 伝 達 性 試 験 （ 火 炎 ば く 露 ） 及 び 熱 伝 達 性 試 験 （ 放

射 熱 ば く 露 ） の 双 方 を 実 施 し た 場 合 は 、 本 試 験 を 実 施 す る 必

要 は な い 。 ま た 、 本 試 験 を 実 施 し た 場 合 に は 、 熱 伝 達 性 試 験

（ 火 炎 ば く 露 ） 及 び 熱 伝 達 性 試 験 （ 放 射 熱 ば く 露 ） を 実 施 す

る 必 要 は な い 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  1 7 4 9 2 : 2 0 0 3  に 従 っ て 行 う 。  

・ 試 験 は 洗 濯 前 後 に 行 う 。 ( 前  4  参 照 )   

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

T T I  は 、 7 0 0 k J / m 2 以 上 で あ る こ と 。  

 

( 6 ) 縫 糸 の 耐 熱 性 試 験  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 本 試 験 は 、 副 材 料 の 縫 糸 が 熱 に よ る 材 質 変 化 が な い こ と を

確 か め る 試 験 で あ る 。  

・ 防 火 フ ー ド に は 高 い 耐 熱 性 が 求 め ら れ て い る が 、 副 材 料 の

縫 糸 に つ い て も 、 防 火 服 と 同 等 の 耐 熱 性 を 有 し て い な け れ ば

発 火 し 、 又 は 溶 融 す る 恐 れ が あ る た め 、 試 験 を 取 り 入 れ る も

の と す る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と さ

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 火 炎 と 放 射 熱 の 両 方 に 対 す る 防 護 性 試 験 は 、 防 火 フ ー ド が

火 災 か ら の 炎 と 放 射 熱 に 短 時 間 ば く 露 さ れ た と き の 断 熱 性 を

測 定 す る 試 験 で あ る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と さ

れ て い る こ と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。

ま た 、 熱 し き い 値 指 数  T T I（ T h e r m a l  T h r e s h o l d  I n d e x ） ≧ 7 0 0  

は 、 そ の な か で タ イ プ  1  の 評 価 値 と し て い る 数 値 で あ る た

め 、 こ の 値 を 採 用 す る 。  

な お 、 熱 伝 達 性 試 験 （ 火 炎 ば く 露 ） 及 び 熱 伝 達 性 試 験 （ 放

射 熱 ば く 露 ） の 双 方 を 実 施 し た 場 合 は 、 本 試 験 を 実 施 す る 必

要 は な い 。 ま た 、 本 試 験 を 実 施 し た 場 合 に は 、 熱 伝 達 性 試 験

（ 火 炎 ば く 露 ） 及 び 熱 伝 達 性 試 験 （ 放 射 熱 ば く 露 ） を 実 施 す

る 必 要 は な い 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  1 7 4 9 2 : 2 0 0 3  に 従 っ て 行 う 。  

・ 試 験 は 洗 濯 後 に 行 う  ( 別 添 1 参 照 )  。  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

T T I  は 、 7 0 0 k J /  m 2  以 上 で あ る こ と 。  

 

( 6 ) 縫 糸 の 耐 熱 性 試 験  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 本 試 験 は 、 副 材 料 の 縫 糸 が 熱 に よ る 材 質 変 化 が な い こ と を

確 か め る 試 験 で あ る 。  

・ 防 火 フ ー ド に は 高 い 耐 熱 性 が 求 め ら れ て い る が 、 副 材 料 の

縫 糸 に つ い て も 、 防 火 服 と 同 等 の 耐 熱 性 を 有 し て い な け れ ば

発 火 し 、 又 は 溶 融 す る 恐 れ が あ る た め 、 防 火 フ ー ド の 生 地 と

同 様 の 試 験 を 取 り 入 れ る も の と す る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と さ
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れ て お り 、 防 火 フ ー ド の 耐 熱 性 と 整 合 性 を 図 っ て い る こ と か

ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。  

た だ し 、 試 験 方 法 は 、 防 火 服 と の 整 合 を 図 る こ と と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  1 7 4 9 3 : 2 0 1 6  に 従 っ て 行 う 。  

・ 縫 糸 の 耐 熱 性 試 験 は 、 I S O  1 1 9 9 9 - 9  で は 、 I S O  3 1 4 6 : 2 0 0 0  と

な っ て い る が 、 熱 の 与 え 方 を 他 の 耐 熱 性 試 験 と 整 合 さ せ る た

め 、 前  4  と 同 様 に す る 。  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

・ 2 6 0 + 5 / - 0 ℃  5  分  

・ 発 火 、 溶 融 、 炭 化 し な い こ と 。  

 

６  機 械 的 強 度 性 能  

( 1 ) 放 射 熱 ば く 露 後 の 残 留 破 裂 強 度  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 防 火 フ ー ド が 放 射 熱 を 受 け た 後 で あ っ て も 一 定 以 上 の 破 裂

強 さ を 有 す る こ と を 確 認 す る 試 験 で あ る 。  

・ 放 射 熱 に ば く 露 さ れ る と 、 繊 維 は 堅 く な り 、 も ろ く な る こ

と も あ る た め 、 放 射 熱 ば く 露 後 の 破 裂 強 さ を 評 価 す る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 で あ

る こ と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  1 3 9 3 8 - 2 : 1 9 9 9  に 従 っ て 行 う 。  

・ 試 験 面 積 は  7 . 3 ㎠  と す る 。  

・ 破 裂 ま で の 試 験 時 間  3 0 秒 ± 1 0 秒 で 行 う 。  

・ 試 験 は 洗 濯 後 （ 前 ４ 参 照 ）、 I S O  6 9 4 2 : 2 0 0 2  A 法  1 0 k W / ㎡ に

よ る 熱 ば く 露 処 理 後 に 行 う 。  

・ 試 験 は 洗 濯 後 に 行 う 。（ 別 添 １ 参 照 ）  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

れ て お り 、 防 火 フ ー ド の 耐 熱 性 と 整 合 性 を 図 っ て い る こ と か

ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。  

た だ し 、 試 験 方 法 は 、 防 火 服 と の 整 合 を 図 る こ と と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  1 7 4 9 3 : 2 0 0 0  に 従 っ て 行 う 。  

・ 縫 糸 の 耐 熱 性 試 験 は 、 I S O  1 1 9 9 9 - 9  で は 、 I S O  3 1 4 6 : 2 0 0 0  と

な っ て い る が 、 熱 の 与 え 方 を 他 の 耐 熱 性 試 験 と 整 合 さ せ る た

め 、 ( 5 )  と 同 様 に す る 。  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

・ 2 6 0 + 5 / - 0 ℃  5  分  

・ 発 火 、 溶 融 、 炭 化 し な い こ と 。  

 

５  機 械 的 強 度 性 能  

( 1 ) 放 射 熱 ば く 露 後 の 残 留 破 裂 強 度  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 防 火 フ ー ド が 放 射 熱 を 受 け た 後 で あ っ て も 一 定 以 上 の 破 裂

強 さ を 有 す る こ と を 確 認 す る 試 験 で あ る 。  

・ 放 射 熱 に ば く 露 さ れ る と 、 繊 維 は 堅 く な り 、 も ろ く な る こ

と も あ る た め 、 放 射 熱 ば く 露 後 の 破 裂 強 さ を 評 価 す る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 で あ

る こ と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  1 3 9 3 8 - 2 : 1 9 9 9  に 従 っ て 行 う 。  

・ 試 験 面 積 は  7 . 3  ㎠ と す る 。  

・ 破 裂 ま で の 試 験 時 間  3 0  秒 ± 1 0  秒 で 行 う 。  

・ I S O  6 9 4 2 : 2 0 0 2  A  法  1 0 k W / ㎡ に よ り 前 処 理 後 試 験 を 行 う 。  

・ 試 験 は 洗 濯 後 に 行 う  ( 別 添  1  参 照 )  。  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

破 裂 強 度 の 平 均 値 は 、 2 0 0 k P a  以 上 で あ る こ と 。  
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破 裂 強 度 の 平 均 値 は 、 2 0 0 k P a 以 上 で あ る こ と 。  

 

( 2 ) 縫 目 破 裂 強 度  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 防 火 フ ー ド の 縫 目 の 破 裂 強 さ を 測 定 す る 試 験 で あ る 。  

・ 防 火 フ ー ド は 、 火 炎 等 か ら 頭 部 を 守 る た め に 使 用 す る も の

で あ る こ と か ら 、 各 部 を 接 合 し て い る 縫 い 目 の 強 度 が 弱 い と

縫 目 が 破 壊 す る 恐 れ が あ り 、 隙 間 か ら 火 炎 等 が 入 る 可 能 性 が

あ る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と さ れ て い る こ

と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  1 3 9 3 8 - 1 : 2 0 0 2  又 は  I S O  1 3 9 3 8 - 2 : 1 9 9 9  に 従 っ て 行 う 。  

・ 試 験 面 積 は  7 . 3 ㎠ と す る 。  

・ 破 裂 ま で の 試 験 時 間  3 0 秒 ± 1 0 秒 で 行 う 。  

・ 試 験 は 洗 濯 後 に 行 う 。（ 前  4  参 照 ）  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

破 裂 強 度 の 平 均 値 は 、 4 5 0 k P a 以 上 で あ る こ と 。  

 

７  寸 法 変 化  

( 1 ) 寸 法 変 化  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 防 火 フ ー ド を 着 脱 し た 際 に 、 ど の 程 度 伸 縮 す る か を 測 定 す

る 試 験 で あ る 。  

・ 伸 縮 が 大 き い と 防 火 服 、 面 体 等 と 防 火 フ ー ド と の 間 に 隙 間

が で き 、 そ こ か ら 火 炎 等 が 入 る 恐 れ が あ る な ど 着 用 状 態 に 大

き く 影 響 す る た め 、 着 脱 に よ る 寸 法 変 化 が 少 な い こ と が 必 要

で あ る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て は 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と

 

 

( 2 ) 縫 目 破 裂 強 度  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 防 火 フ ー ド の 縫 目 の 破 裂 強 さ を 測 定 す る 試 験 で あ る 。  

・ 防 火 フ ー ド は 、 火 炎 等 か ら 頭 部 を 守 る た め に 使 用 す る も の

で あ る こ と か ら 、 各 部 を 接 合 し て い る 縫 い 目 の 強 度 が 弱 い と

縫 目 が 破 壊 す る 恐 れ が あ り 、 隙 間 か ら 火 炎 等 が 入 る 可 能 性 が

あ る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  に お い て 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と さ れ て い る こ

と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  1 3 9 3 8 - 1 : 2 0 0 2  又 は  I S O  1 3 9 3 8 - 2 : 1 9 9 9  に 従 っ て 行 う 。  

・ 試 験 面 積 は  7 . 3  ㎠ と す る 。  

・ 破 裂 ま で の 試 験 時 間  3 0  秒 ± 1 0  秒 で 行 う 。  

・ 試 験 は 洗 濯 後 に 行 う  ( 別 添  1  参 照 )  。  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

破 裂 強 度 の 平 均 値 は 、 4 5 0 k P a  以 上 で あ る こ と 。  

 

６  寸 法 変 化  

( 1 ) 寸 法 変 化  

ア .  試 験 の 概 要 と 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ た 理 由  

・ 防 火 フ ー ド を 着 脱 し た 際 に 、 ど の 程 度 伸 縮 す る か を 測 定 す

る 試 験 で あ る 。  

・ 伸 縮 が 大 き い と 防 火 服 、 面 体 等 と 防 火 フ ー ド と の 間 に 隙 間

が で き 、 そ こ か ら 火 炎 等 が 入 る 恐 れ が あ る な ど 着 用 状 態 に 大

き く 影 響 す る た め 、 着 脱 に よ る 寸 法 変 化 が 少 な い こ と が 必 要

で あ る 。  

・ I S O  1 1 9 9 9 - 9  の タ イ プ  1  に お い て は 、 本 試 験 が 必 須 項 目 と
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さ れ て い る こ と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。 

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  5 0 7 7 : 2 0 0 7  に 従 っ て 行 う 。  

・ 5  回 洗 濯 後 の 試 料 の 寸 法 の 変 化 率 を 測 定 す る  。 ( 前  4  参

照 )  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

寸 法 変 化 が  5 ％ 以 内 で あ る こ と 。  

 

( 2 ) 開 口 部 寸 法 保 持 【 任 意 試 験 】  

ア .  I S O  1 1 9 9 9 - 9  に お い て 要 求 事 項 と さ れ て い る が 、 指 定 さ れ

て い る 人 頭 模 型 が 日 本 人 の 形 状 と 異 な り 、 更 に 測 定 値 の 再

現 性 が 検 証 さ れ て い な い こ と か ら 、 本 ガ イ ド ラ イ ン に つ い

て は 、 任 意 試 験 と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

I S O  1 1 9 9 9 - 9 , 7 :  2 0 1 6  に 従 っ て 行 う 。  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

・ 寸 法 変 化 率 が  2 0 ％ 以 内 で あ る こ と 。  

・ 開 口 部 の 伸 張 が  1 4 5 ㎜ 未 満 で あ る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ れ て い る こ と か ら 、 要 求 事 項 と し て 取 り 入 れ る も の と す る 。 

イ .  試 験 方 法  

・ I S O  5 0 7 7 : 2 0 0 7  に 従 っ て 行 う 。  

・ 5  回 洗 濯 後 の 試 料 の 寸 法 の 変 化 率 を 測 定 す る  ( 別 添  1  参

照 )  。  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

寸 法 変 化 が  5 ％ 以 内 で あ る こ と 。  

  

( 2 ) 開 口 部 寸 法 保 持 【 任 意 試 験 】  

ア .  I S O  1 1 9 9 9 - 9  に お い て 要 求 事 項 と さ れ て い る が 、 指 定 さ れ

て い る 人 頭 模 型 が 日 本 人 の 形 状 と 異 な り 、 更 に 測 定 値 の 再

現 性 が 検 証 さ れ て い な い こ と か ら 、 本 ガ イ ド ラ イ ン に つ い

て は 、 任 意 試 験 と す る 。  

イ .  試 験 方 法  

I S O  1 1 9 9 9 - 9 , 7 :  2 0 1 6  に 従 っ て 行 う 。  

ウ .  求 め ら れ る 性 能  

・ 寸 法 変 化 率 が  2 0 ％ 以 内 で あ る こ と 。  

・ 開 口 部 の 伸 張 が  1 4 5  ㎜ 未 満 で あ る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


